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令和７年１月 10 日、愛南町ブルーカーボン推進協議会(※１)が取り組む「未来に

繋ごう！真珠のふるさと愛南町～幹縄筏が生み出すブルーカーボンプロジェクト～」

について、ジャパンブルーエコノミー技術研究組合(ＪＢＥ)(※２)が運営するＪブル

ークレジット®(※３)認証を受けました。 

昨年度は１海域のみの申請にて、5.9 t-CO2 が認証されましたが、今年度は昨年度

と同じ手法を用い、申請海域を４海域に拡大して申請した結果、昨年度の約 5.8倍と

なる、34.8 t-CO2の認証となりました。 

今後、得られたクレジットの販売に取り組むとともに、販売によって得られる資金

を、脱炭素社会への取組、環境保全や真珠産業の保全・活性化だけでなく、持続可能

な水産業の確立や水産人材育成など、愛南町の海業(うみぎょう、※４)の取組にも活

用し、町全体の活性化を図ってまいります(詳細及び注釈は裏面参照)。 

 

記 

 

■プロジェクト及びクレジット認証の概要 

(１) プロジェクトの名称 

未来に繋ごう！真珠のふるさと愛南町～幹縄筏が生み出すブルーカーボンプロ

ジェクト～ 

(２) 実施場所 

  愛媛県愛南町家串・油袋・平碆・柏崎地先海域 

(３) プロジェクト申請者 

愛南町ブルーカーボン推進協議会 

(４) 認証クレジット量 

34.8 t-ＣＯ２ 

 

以上  



(裏面) 

※１ 愛南町ブルーカーボン協議会 

  令和６年 10 月１日に結成。愛南漁業協同組合、家
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の各真

珠母貝生産組合、国立大学法人愛媛大学南予水産研究センター、愛南町役場、丸紅

フォレストリンクス株式会社(事務局)から構成 

※２ ジャパンブルーエコノミー技術研究組合(ＪＢＥ) 

海洋における環境価値の定量的評価に関する試験研究等を目的として、2020年７

月に国土交通大臣の認可を受けて設立された技術研究組合 

※３ Ｊブルークレジット®制度 

ＪＢＥが独立した第三者委員会による審議を経てボランタリークレジット*とし

てのカーボン・クレジットを認証・発行し、管理する制度。ＪＢＥは、ブルーカー

ボン生態系のＣＯ２吸収源としての役割を踏まえ、この役割に着目した沿岸域・海

洋における気候変動緩和と気候変動適応へ向けた取組みを加速するため、あらたな

カーボン・クレジット制度としての「Ｊブルークレジット®」制度を創設し、運用し

ている。 

*ボランタリークレジット 

各国・地域における規制や制度に必ずしも基づかない、企業等の自主的な活用

を前提として運営されている制度に基づくカーボン・クレジットのこと。 

※４ 海業(うみぎょう) 

  令和４年３月に閣議決定された水産基本計画及び漁港漁場整備長期計画に導入

された用語。自民党の水産政策推進議員協議会(座長：小泉進次郎衆議院議員)にお

いて「海の地方創生」と位置付けられ、関係省庁の協力と連携の下、強力に推進し

ていくこととされている。愛南町は、令和５年３月に全国 12 の「海業振興モデル

地区」の１つとして、中四国地方で唯一選定されている。 

 

 

【お問合せ先】 

愛南漁業協同組合、真珠母貝生産組合(担当：前田) 
電 話 0895-72-6600／FAX  0895-73-7710 
メール c.uchiumi@jf-ainan.or.jp 
住 所 愛媛県南宇和郡愛南町御荘平城 1番地 20 

国立大学法人愛媛大学南予水産研究センター(担当：高木) 
電 話 0895-82-1028／FAX  0895-82-1026 
メール takagi@agr.ehime-u.ac.jp 
住 所 愛媛県南宇和郡愛南町船越 1289番地１ 

愛南町役場 水産課海業推進室(担当：清水(陽)) 
電 話 0895-82-1376／FAX  0895-82-1110 
メール umigyo@town.ainan.ehime.jp 
住 所 愛媛県南宇和郡愛南町船越 1289番地 1 

丸紅フォレストリンクス株式会社(担当：伊藤) 
電 話 050-3491-1890 
メール moeka-itoh@marubeni-flx.com 
住 所 東京都千代田区大手町 1丁目４番２号 


